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校 正

解析条件

解析機能

ハードウェアの設定 レコード トリガ平均化 スケジュール

チャンネル：信号入力

使用でき
るオプショ
ンのアイコ
ンが表示
されます。

信号出力（オプション）

オクターブ（ＲＴＡ）

次数比ＦＦＴ（トラッキング）

回転信号（パルス）

ベースバンドＦＦＴ

コンフィグボード設定画面一覧

校正 計測
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赤枠の機能は、使用でき
るオプションのみ表示さ
れます。

解析機能：ベースバンドＦＦＴ

解析機能：回転信号（パルス）

解析信号：次数比ＦＦＴ（トラッキング）

解析機能：オクターブ（ＲＴＡ）

コンフィグボード：解析機能の設定

表示されているチャンネルに解析機能を設定するには、
赤枠の解析機能アイコンを、青枠の中にドラッグ＆ドロッ
プします。
解析機能の設定画面が表示され、OKを押すと、青枠に
解析機能がツリー上に表示され、解析機能（緑枠）の部
分にも解析機能アイコンが表示されます。

チャンネルパレットで、設定したいチャンネルとクリックす
ると、解析構成の青枠の中にCH.1等のBNCコネクタのア
イコンが表示されます。
（複数チャンネルの選択は、シフトキー、コントロール
キーを併用します。）
（グループ設定機能を使うと、グループカラーのボタンを
クリックすると、グループに登録されているすべてのチャ
ンネルが解析構成の青枠に表示されます。）

解析機能の設定を確認、変更したい場合は、青枠の解
析機能アイコンか緑枠の解析機能アイコンをクリックしま
す。

次数比解析の種類と設定方法

定比トラッキング

定幅トラッキング

オクターブトラッキング

＋

＋

＋
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（ＤＳ－２０００の）信号出力設定

校正器を使った校正をする
場合には、基準信号による
校正ボタンを押します。
下の赤枠の部分が表示さ
れます。

「ＤＢから読み込み」ボタンを押す。

複数のチャンネルの校正
状況を確認しながら校正す
る場合には、「一括表示」ボ
タンを押します。
左の青枠の部分が表示さ
れます。

複数のチャンネルの校正状況を確認しながら
校正する場合には、コンフィグボードの解析
条件の校正アイコンをクリックします。

コンフィグボード：校正
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複数のチャンネルの校
正状況を確認しながら校
正する場合には、「一括
表示」ボタンを押します。
左の青枠の部分が表示
されます。

ハードウェアの設定

校正

解析条件：計測
解析条件：レコード 解析条件：トリガ

解析条件：平均化 解析条件：スケジュール

リモコンパレット

コンフィグボード：解析条件の設定
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チャンネル：信号入力

チャンネル：信号入力 及び チャンネル：信号出力（オプション）

フロントエンド

デジタル前処理

外部アンプ

チャンネル：信号出力（オプション）


